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（Services at anytime, anyplace）3
Library
Annual Report
業務の創造、再構築などに取り組んでいる。今後は、
利用者の多数を占める学部学生に対する教育・学習支
援の観点から教育現場に密着した取り組みを推進した
い。また、MNCや学内関連箇所との有機的な連携、
協力の体制や箇所横断的な利用者広報の体制なども視
野に入れた総合的な検討を速やかに開始し、本学にお
ける研究、教育、学習活動の展開に図書館サービスが
ネットワーク環境下でより直接的に、かつ快適に提供
できる体制の構築をめざす。
開館・開室時間の延長、開館・開室日数の拡大
各キャンパスや設置箇所の諸事情により、各図書
館、図書室、読書室等の開室日数や利用時間は、個別
に定められていたが、段階的な見直し、改善を経て、
2007年度より中央図書館の開館時間延長（21時→22
時）と日曜開館日数を拡大（33日→36日）し、年間の
開館日数を310日とした。また、西早稲田キャンパス
の学部学生読書室においては、WINEネットワーク参
入や利用規則の平準化などの成果を踏まえ、貸出、返
却を中心としたカウンター業務および書架整備業務な
どの定型的基盤業務について、各学部と調整を取りな
がら高田記念図書館を中心とした一体的な業務委託体
制を構築し、開室時間および開室日数の拡充、平準化
を推進している。また、これら整備の進捗と歩調をあ
わせながら、今後、サービス業務総体のあり方に関す
る評価、点検、改善を継続的に実施したい。
・諸課題の実現を担う図書館職員の育成をすす
める
図書館組織の再編
図書館業務処理体制の見直しについては、2003年
度より図書の発注、受入、目録業務に関わる共通業
務の集約化を主軸として資料管理課の設置など、図
書館組織の再編、業務処理体制の整備を行ってきた。
2005年度では、西早稲田キャンパスにおける雑誌管
理業務の集約化を視野に入れた見直しを進め、2006
年度より雑誌課業務を資料管理課業務に統合した。ま
た、電子媒体による学術情報の受発信基盤の要として、
図書館が積極的な役割を担うことを目的に「学術情報
課」を「情報管理課」へと改組し、電子媒体による情報
基盤整備に一元的、集約的な対応が可能な体制とした。
当面、施設的な環境改善の動向を踏まえ、必要かつ効
果的な業務処理体制の見直し、組織の再編についての
検討を継続的に進めたい。
図書館職員の育成
図書館の組織再編と共通的諸業務の集約化にあたっ
ては、アウトソーシング手法を導入し、効率化を図り
ながら一体的な図書館サービスの改善を実現してき
た。しかし、一方で、とりわけ基盤業務に関わる業務
処理体制にアウトソーシングが浸透していくことに伴
い、専任職員業務のコンピテンシーともいうべき中核
的業務ないし職務の輪郭が現場レベルで不明確になっ
てくるという事態を生じつつある。紙媒体による蔵書
の保全、管理、提供にかかわる基盤業務の見直しや継
承すべきスキルの検討と併せて、新たな環境に対応
する専任職員の中核的業務ないし職務、役割について
中・長期的な視点から検討を深め、目指すべき図書館
員としての方向性を具現化する必要がある。当面、図
書館職員の育成に必要な諸条件（適切な年齢構成や要
員数、業務処理体制や図書館組織のあり方等々）や図
書館職員に関わる労働市場の動向などについての検討
を進め、大学全体の職員人事施策との整合性も勘案し
ながら、図書館職員に関する諸施策を具体化する。
図書館組織の再編（Personnel）4
図書館の動き：図書館サービスの改善と諸課題について
